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受
賞
を
喜
ぶ
田
中
さ
ん
（前
列
中
央
）
と
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
（県
立
千
種
高
で
）
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呼晨通信啓発劇上演なども評価

通信関連企業や団体でつ く

る「情報通信における安心安

全推進協議会」 (事務局 。東

京 )が募集した、「情報通信
の安心安全な利用のための標

語」の学校部門で、県立千種

高校 (宍粟市千種町千草 )が
最優秀の総務大臣賞に選ばれ

た。 2年の田中脩太さん (16)
が考えた標語と併せ、宍粟市

立千種中とスマー トフオン使

用のルールを考えたり、イン

ターネ ットによる トラブル防

止を演 Ellで地域住民に訴えた

りしていることも高 く評価さ

れた。 (畑夏月 )

標
語
は
、
ネ

ッ
ト
利
用
の
ル

ー
ル
や

マ
ナ
ト
、
安
全
対
策
を

啓
発
す
る
も

の
で
、
学
校
部
門

に
は
全
国
か
ら
７８
点
の
応
募
が

あ

っ
た
。

同
高
は
昨
年
１２
月
、
全
校
生

徒
で
標
語
を
考
案
。
田
中
さ
ん

は
多
く
の
生
徒
が
使
う
無
料
通

話
ア
プ
リ

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
、

ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ

ャ

ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
キ

ン
グ

・
サ

ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
頭
文
字

を
も
じ

っ
て
、

「
Ｓ

‥
そ
の
送

信
　
Ｎ
‥
な
に
か
失
う
　
Ｓ
‥

心
配
な
い
？
」
を
思
い

つ
い
た
。

で
き
あ
が

っ
た
標
語
は
、
選

考
委
員
か
ら

「
タ
レ
ン
ト
の
Ｄ

Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
さ
ん
独
特
の
略
語

・

Ｄ
Ａ
Ｉ
語

っ
ぼ
い
が
、
分
か
り

や
す
く
、
伝
わ
り
や
す
い
。
同

様
の
作
品
は
ほ
か
に
も
あ

っ
た

が
、　
一
番
良
か

っ
た
」
と
高
評

価
を
得
た
。
今
後
、
ポ

ス
タ
ー

に
採
用
さ
れ
、
全
国
の
小
中
高

校

に
掲
示
さ
れ
る
と
い
う
。

田
中
さ
ん
は

「
便
利
な
道
具

も
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
、
人

間
関
係
を
悪
く
す
る
こ
と
も
あ

・

る
と
い
う
メ
．ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ

れ
ば
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

一

同

高

は

２

０

１

４

年

度

か

ら
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

を
図
る
県
の
指
定
校
と
な

っ
て

い
る
。
生
徒
会

で
は
、
千
種
中

生
徒
会
と

一
緒

に
ネ

ッ
小
利
用

に

つ
い
て
話
し
合
う

「
ス

マ
ホ

サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
。
旧
千
種

町
内
の
こ
ど
も
園
と
学
校
が
合

同
で
行
う
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
で

は
啓
発
劇
を
上
演
し
、
昨
年
は

ネ

ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
題
材

に
し
た
劇
を
披
露
し
た
。

情
報
科
主
任
の
戎
原
進

一
教

諭
（
３６
）
は
ヽ
高
校
生
が
線
路
内

に
侵
入
す
る
様
子
を
撮
影
し
た

画
像
を
ツ
イ

ッ
タ
ー
に
投
稿
し

て
問
題
に
な

っ
た
例
な
ど
を
授

業

で
取
り
上
げ
、
ト
ラ
ブ
ル
は

他
人
事

で
は
な
い
と
伝
え
る
。

今
回

の
受
賞
を

「
高
校
生
が
地

域

と

共

に
学

ぶ

姿

が

評

価

さ

れ
、
う
れ
し
い
」
と
喜
ん
だ
。


